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岡
山
県
訪
問
団
の
成
巣

　
世
界
遺
産
・
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
が
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

北
部
の
シ
エ
ム
レ
ア
プ
州
。

幹
線
道
路
か
ら
脇
道
に
入

り
、
密
林
の
で
こ
ぽ
こ
道
を

進
ん
だ
先
に
、
回
指
す
農
地

は
あ
っ
た
。

　
倉
敷
市
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

村
を
支
援
す
る
会
」
が
二
〇

〇
一
年
一
月
に
造
っ
た
「
自

立
支
援
セ
ン
タ
土
。
約
七

鉛
を
開
墾
。
地
雷
に
触
れ
て

冲夙………，

ソダタ

ｻﾄﾞ

ﾀｲ　ｙ
岫値i

ミ
ヤ
ン
マ
Ｌ回
議

=jｶﾉ砥凧=

(カンボジア)
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を
受
け
入
れ
、
約
二
百
五
十

人
が
集
団
生
活
す
る
。

　
農
業
知
識
の
豊
富
な
カ
ン

ボ
ジ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
四
人

が
、
マ
ン
ゴ
～
や
カ
ボ
チ
ャ

な
ど
約
十
種
類
の
果
物
、
野

菜
づ
く
り
を
指
導
。
自
給
自

足
し
て
、
余
っ
た
野
菜
や
果

物
を
街
で
売
る
。

　
入
所
者
に
は
二
十
五
／
と

公
務
員
並
み
の
月
給
も
あ

る
。
半
年
ほ
ど
前
に
入
所
し

た
男
性
（
二
六
）
は
「
こ
こ
で
は

希
望
を
持
っ

る
力
を
つ
け
れ
ば
″
卒
業
″
。

自
立
の
道
を
模
索
す
る
仕
組

み
も
祭
え
た
。

を
す
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の

役
割
」
。
司
会
の
村
田
み
つ

お
代
表
は
言
っ
。

　
内
戦
の
傷
跡

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
一
九
七

〇
年
代
か
ら
内
戦
が
続
き
、

ベ
ト
ナ
ム
の
侵
攻
も
受
け
て

泥
沼
化
。
九
一
年
の
パ
リ
和

平
協
定
で
よ
う
や
く
停
戦
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
良
か
っ

た
内
戦
の
傷
跡
は
国
土
を
疲

弊
さ
せ
、
い
ま
だ
に
数
百
万

発
の
地
雷
が
埋
め
ら
れ
た
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
四
年
の
一
人
当
た

り
の
名
回
国
内
総
生
涯
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
は
約
五
百
四
十
六
ド
ル
。

日
本
の
百
分
の
一
以
下
。
東

南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
経
済
復

興
が
最
も
遅
れ
て
い
る
地
域

の
一
つ
だ
。

　
二
人
で
も
多
く
の
人
が
　
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い

自
立
で
き
る
よ
う
、
手
伝
い
る
こ
の
国
を
支
援
す
る
日
本

し
自

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
五
十
一
団
体
に
も

の
ぼ
る
。
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
で
賄
い
き
れ
な
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
手
を
差
し
伸

べ
る
げ
岡
山
の
団
体
も
、
そ
れ

自立支援センターを視察する訪問団＝カンボジ

　
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・

　
岡
山
市
、
菅
波
茂
理
事
長
）
。

　
増
え
続
け
る
エ
イ
ズ
感
染
の

　
予
防
啓
発
を
続
け
、
市
内
で

　
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
部
に
所
属

　
す
る
医
師
ら
が
診
療
に
当
た

　
る
。

　
　
同
じ
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
に

　
事
務
所
を
盾
く
「
ハ
ー
ト
・

。
オ
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
」
　
（
同
、

ア・シエムレアプ州

有
森
裕
子
代
表
逐
事
）
は
、

競
校
合
の
開
催
や
学
校
体
育

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
人
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

連
携
組
織
発
足
ヘ

　
ニ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
代
に
入
っ
て

か
ら
５
１
７
％
の
経
済
成
長

　
　
　
　
　
　
を
維
持
。
よ

4
¥

ぞ
れ
の
持
ち
昧
を
生
か
し
て
個
る
。

性
的
な
支
援
を
続
け
る
。

　
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
を
拠
点

に
医
療
分
野
で
力
を
発
揮
し
て

い
る
の
が
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

う
や
く
社
会

全
体
が
安
定

感
を
取
り
炭

し
つ
つ
あ

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

支
部
で
は
診
療
所
を
訪
れ
る

療
に
は
費
用
が
か
か
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

始
め
て
い
る
」
と
、
同
支
部

の
シ
エ
ン
・
リ
テ
ィ
支
部
長

は
説
明
す
る
。

　
「
外
国
企
業
を
受
け
入
れ

る
環
境
が
路
っ
て
き
た
。
岡

山
の
企
業
に
も
ぜ
ひ
来
て
ほ

し
い
」
と
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
国
会
議
員
で
同
国
鼠
穴
企

業
・
Ｍ
Ｒ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
モ

ン
・
リ
テ
ィ
会
長
。
日
本
に

求
め
る
も
の
も
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。

　
岡
山
県
は
十
月
、
座
学
官

連
携
組
織
「
岡
出
発
国
際
貢

献
推
進
協
議
会
を
発
足
さ

せ
る
。
会
長
に
就
任
す
る
予

定
の
石
井
正
弘
知
事
は
「
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
は
じ
め
、
企
業
や
各

種
団
体
が
持
つ
力
を
結
集
す

れ
ば
、
現
地
の
人
に
必
要
と

さ
れ
る
貢
献
が
で
き
る
は

ず
。
そ
の
た
め
の
後
押
し
を

県
は
全
力
で
や
り
た
い
」
と

力
を
込
め
た
。
（
お
わ
り
）

～
～
Ｓ
ａ
ｌ

人
た
ち
に
わ
ず
か
な
が
ら
治
　
平
野
裕
久
が
担
当
し
ま
し

寮
費
の
請
求
を
始
め
た
。
「
治
た
。
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